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稲畑産業の注力分野
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創業
130年

※2021年3月期

売上

5,775
億円

経常利益

165
億円

純利益

137
億円

従業員

4,203
名



環境エネルギー関連の取り組み

環境・エネルギー関連

太陽光発電

関連

バイオマス

関連

風力

関連

蓄エネルギー

水素関連

省エネ

低炭素技術

地域創生

発電事業

関連

3

2015年から
環境省JCM

2国間クレジット

（海外低炭素プロジェクト）
補助事業に参画



■ プロジェクトの概要

ブロックチェーン 技術を活用した

タイ・チェンマイ 大学町の低炭素スマートシティ化事業

■ 本事業の状況や将来展望など

本日の内容について
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プロジェクト全体像：タイ国の大学町にて

チェンマイ タイ国が指定したスマートシティ構想実現の地域
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合計3ゾーンの建屋160箇所に 合計12MW 太陽光発電設置

そのうち 「2.5MW分」 が補助対象



プロジェクト全体像：実施内容
大学町に屋根上太陽光パネルを設置しシェアリングする →「低炭素スマートシティ化を促進」

建屋A
学校

建屋B
研究棟

建屋C
事務棟

インバータ スマートメーター

ブロックチェーンによる
グリーン電力シェアリング

太陽光パネル

チェンマイ大学町

6建屋160か所に分散 計12MW ＋ 将来拡張



プロジェクト全体像：実施状況
2021年～ 全12MWのうち約8MWを導入⇒ブロックチェーン運用開始

ブロックチェーンによる
グリーン電力シェアリング チェンマイ大学町
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Building A

Smart meterInverter

ブロックチェーン技術により グリーン電力⇒「デジタルトークン」化



どんなメリットをもたらすのか
トークン化された電力を 直接（P2P）エネルギー取引（シェアリング）

「家にいないときは
余った電力を売りたい」

「安いグリーン電力を購入したいが
太陽光を設置できない」

「今日の太陽光発電量では不足
安く近所から購入したい」

売る

販売

売る

購入購入

電力
消費者

電力
プロシューマ―

8余剰を最小化してグリーン電力を「使いきる」→CO2削減貢献

電力
消費者

低コスト
グリーン電力

提供
20年間保証

地域再エネ
導入量を拡大

x 1.5 - x 4 

メリット

メリット



ブロックチェーンで目指す

「グリーンエネルギーインフラ」
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例：域内の電気自動車（電力モビリティ）の

エネルギー取引も一元管理していく

ブロックチェーンによる
グリーン電力シェアリング

グリーン
データセンター
（地域熱利用）

太陽光以外の
再エネ電力

グリーン
水素利活用



コミュニティが生み出す環境価値 を流通へ

ERDI Building

ゼロエミッションビル
Prosumer

Faculty of Veterinary

Science

Prosumer
164 

kW

Dormitory Office

Consumer
0

kW

Agricultural 
Research Center

Prosumer 82 

kW

144 

kW

Animal Laboratory 

Center

Prosumer 205 

kW

Biomass Plant

Prosumer 55 

kW

コミュニティ電力
ストレージ
1.2 MWh

Agro Industry Faculty

Prosumer
240 

kW

SMART GRID

ブロックチェーン技術を

コミュニティインフラに

グリーン電力
EV充電

コミュニティでの
環境価値を

CO2クレジット
(トークン化）
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めざす導入拡大モデル

11

再エネ
（太陽光）
メーカ ブロックチェーン技術

安く
グリーンエネルギー
使いたい人達へ

アセット（発電）を所有
運用率最大化

①運用開始時 ②域内利用拡大 ③エリア拡大

地域電力公社 環境エネルギー事業者

グリーン
エネルギー

導入拡大を

推進

運用体

デジタル
トークンによる
流通化



ブロックチェーンの更なる活用へ（SDGs観点）
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グリーン
エネルギー

取引

食品トレー
サビリティ

低炭素
モビリティ
証明



ご清聴ありがとうございました
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